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交
通
事
故
等
に
よ

る
外
傷
、
或
い
は
病

気
に
よ
り
脳
に
損
傷

を
受
け
、
生
き
て
行

く
為
に
必
要
な
機
能

が
失
わ
れ
た
後
天
性

脳
損
傷
の
仲
間
と
活

動
を
開
始
し
て
十
余
年
、
救
急

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
医
療
問
題
、
社
会
復
帰
に
向

け
て
の
生
活
、
福
祉
の
問
題
等

に
直
面
し
、
多
様
な
角
度
か
ら

学
び
、
国
へ
、
県
へ
と
訴
え
、

懇
願
し
と
、
ひ
た
す
ら
走
り
続

け
て
参
り
ま
し
た
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
聞
い
て

「
聞
い
た
こ
と
も
無
い
！
」
と

い
う
状
況
は
改
善
さ
れ
た
も
の

の
、
地
域
に
戻
っ
て
生
活
を
再

ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
行
く
手

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
こ
の
障
害
へ
の
対

応
は
困
難
と
も
言
わ
れ
、
社
会

で
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
に
直

面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
障
害
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
人
は
皆
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し

く
暮
ら
せ
る
事
、
こ
れ
が
目
指

す
べ
き
道
と
考
え
る
に
至
り
ま

す
。
こ
の
度
の
未
曾
有
の
災
害

も
天
災
か
、
人
災
か
を
検
証
す

る
と
同
時
に
社
会
で
生
き
る

人
、
皆
が
責
任
を
も
っ
て
日
々

の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
心
し
て
い
き
た
い
も
の
と

痛
感
い
た
し
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
脳
外
傷
友
の
会

ナ
ナ　
大
塚
由
美
子
）

　
白
石
清
春
さ
ん
は
昭
和

五
十
五
年
神
奈
川
県
相
模

原
市
で
「
脳
性
ま
ひ
者
が

地
域
で
生
き
る
会
」
を
作

り
、
地
域
作
業
所
「
く
え

び
こ
」
を
開
所
。
そ
の
後

平
成
元
年
、
福
島
へ
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
え
る
の
会

理
事
長
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
今
回
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
と

し
て
、
被
災
地
支
援
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
の

で
、そ
の
状
況
を
報
告（
投

稿
）
し
て
頂
い
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・

　

三
月
十
一
日
東
日
本
大

震
災
の
後
、
十
九
日
に
被

災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
支
援
セ
ン

タ
ー
と
略
す
）
を
立
ち
上

げ
、
障
が
い
者
の
所
在
確

認
を
行
っ
て
き
た
。
国
や

県
に
障
が
い
者
の
名
簿
提

出
を
お
願
い
し
て
き
た

が
、
個
人
情
報
保
護
法
と

い
う
厚
い
壁
が
あ
っ
て
実

現
に
は
厳
し
い
状
況
が
あ

る
。

　

私
た
ち
は
自
ら
の
力

で
、
福
島
県
内
の
避
難
所

を
く
ま
な
く
回
っ
た
が
、

障
が
い
者
の
姿
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
。
避
難
所
は
学

校
の
体
育
館
な
ど
が
多

く
、
障
が
い
者
、
特
に
身

体
的
重
度
障
が
い
者
に

と
っ
て
は
避
難
生
活
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
障
が
い
者
の
姿
が
少

な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

郡
山
市
の
大
規
模
避
難
所

「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
」
で

は
、
入
所
施
設
に
避
難
し

た
と
い
う
情
報
も
あ
っ

て
、
私
た
ち
は
福
島
県
内

の
す
べ
て
の
入
所
施
設
を

回
っ
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
入
所
施
設

に
も
あ
ま
り
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
か
っ
た
。
い
っ
た
い

ど
こ
に
被
災
障
が
い
者
が

い
る
の
か
未
だ
分
か
ら
な

い
状
況
が
あ
る
。

　

今
回
、
南
相
馬
市
の
市

長
の
英
断
か
ら
唯
一
名
簿

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

実
態
調
査
を
行
う
こ
と
が

出
来
た
。
現
在
、
私
た
ち

は
福
島
県
内
の
仮
設
住
宅

を
回
っ
て
被
災
障
が
い
者

の
所
在
確
認
活
動
を
継
続

的
に
展
開
し
て
い
る
。国
、

自
治
体
、
皆
さ
ん
の
さ
ら

な
る
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

福
島
県
の
被
災
障
が
い
者
を
支
援
し
て

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
代
表　

白
石
清
春

※
Ｊ
Ｄ
Ｆ（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

と
は

　

第
二
次｢

ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者

の
十
年｣

の
推
進
及
び
日
本
の
障
害

者
施
策
の
充
実
等
を
目
指
し
て
、
二

〇
〇
四
年
十
月
に
設
立
。
全
国
の
障

害
者
団
体
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
。

※
次
号
は
、『
障
害
児
・
知
的
障
害
・

発
達
障
害
者
関
係
団
体
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
』
の
被
災
地
支
援
報
告
を
掲
載

す
る
。

東
日
本
大
震
災

｢

障
が
い
者
支
援
募
金｣

に
ご
協
力
を

　

被
災
地
で
暮
ら
す
障
害

の
あ
る
方
た
ち
を
支
援
す

（
構
成
団
体
）
横
浜
市
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
、
横
浜
市
心
身
障
害
児

者
を
守
る
会
連
盟
、
横
浜
市
精
神
障

害
者
家
族
連
合
会
、
横
浜
知
的
障
害

関
連
施
設
協
議
会
、
横
浜
市
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
連
合
会
、
社
会

福
祉
法
人
型
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー

ム
横
浜
地
域
サ
ポ
ー
ト
研
究
会
、
横

浜
市
障
害
者
地
域
作
業
所
連
絡
会
、

横
浜
市
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム
連

絡
会
、
横
浜
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連

絡
会
、
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
横
浜

（
事
務
局
）
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
横
浜

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
二
三
一-

八
四
八
二

横
浜
市
中
区
桜
木
町
一-

一　

横
浜

市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
九
階

（
社
福
）
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
内

（
電
話
）　

〇
四
五
（
六
八
一
）
一
二

一
一

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）　

〇
四
五
（
六
八
〇
）
一

五
五
〇

（
振
込
先
）

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
振
込
み

口
座
記
号
番
号　

〇
〇
二
〇
〇-

八-

一
一
六
七
八
七

■
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら
振
込
み

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
店
名　

〇
二
九
店

・
預
金
種
目　

当
座

・
口
座
番
号　

〇
一
一
六
七
八
七

・
口
座
名
義　

セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
横
浜

（
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
お
願
い
い

た
し
ま
す
）

る
た
め
に
、
横
浜
の
障
害

福
祉
関
係
機
関
等
で
支
援

金
を
募
り
、
被
災
地
へ
送

ろ
う
と
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
横
浜
」

（
構
成
十
団
体
）
を
立
ち

上
げ
た
。
是
非
、
募
金
に

ご
協
力
を
。

JDF被災地障がい者支援セン
ターふくしま代表の白石清春さん
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はい
38％

未回答 3％

いいえ
59％

再
開
支
援
を
し
た
事
業
所

は
、
定
員
以
上
の
受
け
入

れ
を
し
て
い
る
の
で
少
々

狭
い
が
、
通
所
者
は
元
気

だ
。

　

た
だ
、
原
発
の
話
に
な

る
と
一
変
。
暗
い
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
通
所
者
の
心

に
深
い
傷
を
刻
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

　

ま
だ
ま
だ
事
業
所
支
援

は
必
要
だ
が
、一
月
以
降
、

積
雪
量
が
多
く
な
り
、
道

路
の
通
行
が
困
難
に
な

る
。「
今
後
、
滞
在
期
間

の
延
長
な
ど
支
援
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
継
続
し
て

支
援
を
し
て
い
き
た
い
」

と
岩
山
さ
ん
は
語
る
。

災
害
時
、

学
校
の
登
下
校
が
心
配

　

横
浜
障
害
児
を
守
る
連

絡
協
議
会
学
校
部
会
で

は
、
毎
年
、
神
奈
川
県
と

横
浜
市
の
教
育
委
員
会
へ

の
要
望
書
作
成
の
た
め
に

会
員
に
「
学
校
生
活
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
い
る
。今
年
度
は
、

災
害
時
の
対
応
に
関
す
る

　

三
月
三
十
一
日
か
ら
市

作
連
（
横
浜
市
障
害
者
地

域
作
業
所
連
絡
会
）
の
被

災
地
支
援
は
始
ま
っ
た
。

今
ま
で
派
遣
さ
れ
た
職
員

は
二
十
九
ヶ
所
、
延
べ
六

十
六
名
。
今
回
、
三
回
被

災
地
に
行
っ
た
岩
山
み
ど

り
さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人

夢
二
一
福
祉
会　

施
設
統

括
責
任
者
）に
取
材
し
た
。

戸
別
訪
問
と
事
業
所
支
援

　

戸
別
訪
問
は
、
南
相
馬

市
か
ら
の
依
頼
。
四
月
～

八
月
ま
で
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
と
全

国
の
障
害
関
係
団
体
も
協

力
し
て
行
っ
た
。
市
作
連

は
き
ょ
う
さ
れ
ん
（
旧

称
：
共
同
作
業
所
全
国
連

絡
会
）
か
ら
の
依
頼
で
協

力
。
白
石
さ
ん
が
代
表
を

し
て
い
る
Ｊ
Ｄ
Ｆ
が
事
務

局
と
な
り
、
構
成
団
体
の

障
害
者
支
援
事
業
所
「
デ

イ
さ
ぽ
ー
と
ぴ
ー
な
っ
つ

（
生
活
介
護
事
業
・
自
立

訓
練
事
業
実
施
）」が
き
ょ

う
さ
れ
ん
加
盟
施
設
か
ら

派
遣
さ
れ
た
職
員
の
活
動

拠
点
と
な
っ
た
。

　

障
害
者
手
帳
を
も
つ
人

を
戸
別
訪
問
し
、
本
人
や

家
族
か
ら
現
況
や
必
要
な

支
援
内
容
を
聞
い
て
ま

わ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、

「
医
療
」「
住
ま
い
」「
生
活

環
境
」「
日
中
の
場
」「
教
育
」

な
ど
実
に
多
様
だ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
救
援
物
資
を

手
渡
し
た
り
、
通
所
先
の

再
開
支
援
を
行
な
っ

た
。

　

五
月
以
降
、
避
難

先
か
ら
戻
る
障
害
者

が
増
え
て
い
る
。
通

所
を
希
望
す
る
障
害

者
は
多
い
が
、
避
難

し
た
職
員
が
な
か
な

か
戻
れ
な
い
状
況
。

質
問
を
新
た
に
加
え
、
六

月
に
実
施
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

学
校
と
保
護
者
と
の
間
で

災
害
時
の
対
応
の
確
認
が

十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

「
震
災
当
日
、
学
校
が
保

護
者
の
在
宅
確
認
を
し
な

い
ま
ま
、
子
ど
も
を
帰
宅

さ
せ
て
困
っ
た
」
と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

学
校
部
会
部
長
の
塩
尻

さ
ん
は
、「
親
と
し
て
一

番
心
配
な
の
は
、
登
下
校

の
途
中
で
震
災
が
起
き
た

時
の
こ
と
。
学
校
と
家
庭

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方

に
も
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
働
き
か
け
て
い

く
。

　

二
〇
〇
九
年
度
よ
り
、

象
の
鼻
テ
ラ
ス
で
ス
タ
ー

ト
し
た
「
横
浜
ラ
ン
デ

ヴ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

市
内
の
障
害
者
施
設
や
企

業
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
つ

な
げ
、
特
色
あ
る
も
の
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
ス
ロ
ー
レ
ー
ベ
ル
」

は
、
そ
の
中
か
ら
誕
生
し

た
雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
の

デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
、

九
月
二
十
七
日
㈫
に
象
の

鼻
テ
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
な
っ
た
栗
栖
さ

ん
。
ご
自
身
も
、
骨
肉
種

の
後
遺
症
に
よ
る
障
害
が

あ
る
。

　

栗
栖
さ
ん
は
、「
こ
れ

ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
障
害
者
施
設
と
が
商

品
開
発
を
し
て
き
た
。
今

年
度
は
、
そ
の
製
品
を
一

般
販
路
に
乗
せ
て
い
く
挑

戦
」
と
話
す
。「
ス
ロ
ー

レ
ー
ベ
ル
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
つ
い
て
は
、「
大
量

生
産
で
は
、
ど
う
し
て
も

規
定
枠
内
で
の
企
画
・
生

産
と
な
る
。
し
か
し
、
障

害
者
施
設
と
の
共
同
開
発

は
、
一
か
ら
作
り
た
い
も

の
を
自
由
に
作
る
事
が
で

き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

現
場
で
は
、
障
害
者
施
設

の
手
作
り
感
を
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
が
、
日
常
生
活
の

中
に
お
け
る
、
ア
ー
ト
へ

の
取
組
み
で
あ
る
」
と
熱

く
語
る
。

【
問
合
わ
せ
】

横
浜
ラ
ン
デ
ヴ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

電
話
：
〇
四
五
‐
二
七
四

‐
八
六
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五
‐
三
三

〇
‐
六
八
六
二

横
浜
ラ
ン
デ
ヴ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
「
ス

ロ
ー
レ
ー
ベ
ル
」
誕
生

デビューイベントの様子
（右から２人目が栗栖さん）

被
災
事
業
所
の
再
開
に
む
け
て

南相馬市の被災地支援の拠点
｢デイさぽーとぴーなっつ｣

「日ごろから学校と災
害時の対応の仕方を打
ち合わせしているか」
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所
長
・
中
堅
職
員
向
け
研
修
会
の
開
催

メンバーとのやりとりを再現～迫力あ
るロールプレイの一場面～（第一回）

　

十
月
十
日
㈪
、
横
浜
そ

ご
う
九
階
新
都
市
ホ
ー
ル

に
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
障
害
福
祉
人
材
確
保
の

た
め
の
合
同
就
職
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
、
二
百
人
以

上
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

い
た
。

　

当
日
の
会
場
は
、
求
人

活
動
を
行
っ
て
い
る
三
十

五
の
障
害
福
祉
団
体
の

コ
ー
ナ
ー
と
、
様
々
な
分

野
で
現
在
働
い
て
い
る
職

員
や
利
用
者
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
演
奏
や
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
た
。

　

職
員
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
は
、「
大
変
だ
け

ど
お
も
し
ろ
い
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
職

員
の
皆
さ
ん
の
、
実
際
に

働
い
て
い
る
現
場
の
様
子

が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
り
、
利
用
者
支
援

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

職
員
自
身
が
経
験
し
て
き

た
こ
と
（
仕
事
外
も
含
め

て
）が
活
か
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
働
き
始
め
る
方

へ
の
、
ま
さ
に
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
た
。
会
場
に
来
て
い

た
学
生
か
ら
も
「
な
か
な

か
ブ
ー
ス
（
出
展
し
て
い

る
法
人
等
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
）
で
は
聞
く
事
の
出

来
な
い
、
職
員
の
方
が
抱

え
る
悩
み
や
仕
事
へ
の
や

り
が
い
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
の
声

が
あ
っ
た
。

　

現
場
職
員
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
り
企
画
・
実
施

し
た
こ
の
就
職
フ
ェ
ア

で
、
障
害
福
祉
と
い
う
現

場
で
働
く
魅
力
が
広
く
Ｐ

Ｒ
で
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

当日の会場の様子

合
同
就
職
フ
ェ
ア
主
催
団

体横
浜
市
、
横
浜
知
的
障
害

関
連
施
設
協
議
会
、
横
浜

市
障
害
者
地
域
作
業
所
連

絡
会
、
横
浜
市
障
害
者
地

域
活
動
ホ
ー
ム
連
絡
会
、

横
浜
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

連
絡
会
、
社
会
福
祉
法
人

横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

障
害
福
祉
部
会
・
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
今
年
度
、
障
害
者

地
域
活
動
ホ
ー
ム
、
作
業

所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
所
長
・
中
堅
職
員
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
開
催

し
て
い
る
。

所
長
・
中
堅
職
員
に
向
け

て
の
研
修
会
の
大
切
さ

　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
新
人
職

員
向
け
や
、
障
害
者
支
援

に
お
い
て
必
要
な
知
識
を

学
ぶ
研
修
会
等
を
開
催
し

て
き
た
が
、今
年
度
は「
所

長
」
や
「
中
堅
職
員
」
向

け
の
研
修
会
を
開
催
。
現

在
ま
で
に
述
べ
二
百
二
名

の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

　

支
援
方
針
を
立
て
職
員

集
団
を
ま
と
め
、
人
材
育

成
の
要
と
な
る
所
長
や
中

堅
職
員
。
今
後
も
障
害
者

の
人
権
を
尊
重
し
、
ま
た

障
害
者
が
継
続
的
に
地
域

で
活
動
し
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
人
材
育
成
と
職

場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

ま
す
ま
す
力
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
。

第
一
～
三
回
の
概
要

　

研
修
会
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
。

　

第
一
回
は
、「
障
害
者

の
人
権
」を
テ
ー
マ
と
し
、

主
に
虐
待
の
防
止
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
講
師
は
市
川

和
彦
氏
。「
不
適
切
な
関

わ
り（
虐
待
）」と
は
何
か
、

ま
た
虐
待
に
お
け
る
「
支

援
者
の
心
理
過
程
」
や
、

「
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

方
法
」等
に
つ
い
て
、ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
交
え
て
の
講

義
と
な
っ
た
。

　

第
二
回
は
、
大
澤
知
子

氏
を
講
師
に
、「
人
材
育

成
の
た
め
に
～
職
場
環
境

の
整
備
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
～
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
。
労
働
基
準
法
や

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
禁
止
等
わ
か

り
や
す
い
解
説

を
踏
ま
え
な
が

ら
、
職
場
環
境

の
整
備
に
つ
い

て
話
を
聞
い

た
。
ま
た
、
各

事
業
所
か
ら
質

問
を
受
け
る
時

間
を
設
け
て
好

評
だ
っ
た
。

　

第
三
回
は
、

人
材
育
成
の
一

つ
の
方
法
で
あ
る
「
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
山
中
達
也
氏
に
話
を

聞
い
た
。
今
回
は
特
に
、

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
す

る
者
と
受
け
る
者
と
の

「
支
持
的
（
サ
ポ
ー
テ
ィ

ブ
）
な
関
係
性
」
を
ベ
ー

ス
に
行
う
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
。
こ
の
関
係
が
結
果

と
し
て
障
害
者
の
支
援
の

質
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
普
段
の
支
援
を
振

り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」（
第
一
回
）。「
管
理

者
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
正
し
い
知
識
と
理

解
を
得
た
い
」（
第
二
回
）。

「
自
分
の
立
場
に
フ
ィ
ッ

ト
し
た
研
修
会
だ
っ
た
」

（
第
三
回
）
等
の
反
響
が

あ
っ
た
。
一
方
、「
時
間

が
足
り
な
か
っ
た
」
等
の

意
見
も
い
た
だ
い
た
。
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
所
長
・

中
堅
職
員
の
研
修
に
力
を

い
れ
て
い
き
た
い
。

合
同
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催

図：平成二十三年度所長・中堅職員向け研修会の概要
テーマ 講　師

第一回
障害者の人権
ー職員としての
　　基本的な姿勢ー

市川和彦氏
（P＆A研究会カナガワ代表）

第二回
人材育成のために
～職場環境の整備と
ワークライフバラン
ス～

大澤知子氏
（特定社会保険労務士）

第三回 援助者のためのスーパービジョン

山中達也氏
（「援助者を援助するための
ソーシャルワークオフィス
こころみ代表/山梨県立大
学人間福祉学部福祉コミュ
ニティ学科准教授）



平成23年12月 お 元 気 で す か 4№157

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ワ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー久

保
貴
由

　

私
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
通
っ
て
二
年
半
に

な
り
ま
す
。
私
が
紹
介
す

る
の
は
、奥
津
さ
ん
で
す
。

毎
週
一
回
お
手
伝
い
に
き

て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
洗

濯
や
掃
除
の
担
当
を
し
て

い
ま
す
。
奥
津
さ
ん
は
僕

の
仕
事（
洗
濯
物
た
た
み
、

外
掃
除
、
流
し
場
掃
除
）

を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ

ま
す
。洗
濯
物
た
た
み
は
、

最
初
と
て
も
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
エ
プ
ロ
ン
の

た
た
み
方
、
帽
子
の
し
ま

い
方
な
ど
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
教
わ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
エ
プ
ロ
ン
は
き
つ
く

丸
め
る
と
シ
ワ
に
な
る
な

ど
で
す
。
今
で
は
私
が
自

信
を
も
っ
て
で
き
る
仕
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
掃
除
で
は
、
自
分
は

や
り
残
し
を
よ
く
し
て
い

ま
し
た
が
、
奥
津
さ
ん
と

掃
除
を
す
る
中
で
、「
丁

寧
に
仕
事
し
な
さ
い
」
と

奥
津
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
、
や
り
残
し
が
少
な

く
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
外
掃
除
を
一
人
で
真

剣
に
や
っ
て
い
ま
す
。
流

し
場
掃
除
で
は
、
食
器
の

拭
き
か
た
や
流
し
場
の
洗

い
方
を
し
っ
か
り
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
時
間
が
あ

る
と
、
食
器
棚
や
冷
蔵
庫

な
ど
も
拭
い
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
通
っ
て
い
て
、
と

て
も
大
変
な
日
も
あ
り
ま

す
が
、
毎
日
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
奥
津
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
真
剣
に
仕

事
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
将

来
は
き
ち
ん
と
し
た
仕
事

に
つ
け
る
よ
う
に
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。
奥
津
さ
ん
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
通
所
者
の
事
見

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

仲良くＶサイン！
（右が奥津さん）

　

障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら

し
や
願
い
、
育
て
て
き
た

家
族
の
思
い
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
の
「
あ
ん
し
ん

ノ
ー
ト
」。横
浜
で
も
様
々

な
家
族
会
が
作
っ
て
き
た

が
、
重
症
心
身
障
害
児
者

に
も
書
き
や
す
い
ノ
ー
ト

が
新
た
に
作
成
さ
れ
た
。

ま
た
、「
書
き
方
講
座
」

も
開
催
さ
れ
、
活
用
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。

■
「
重
症
心
身
障
が
い
児

者
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」

　

平
成
二
十
三
年
十
月
三

十
日
㈰
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
席
で
ま
た
新
し
い
「
あ

ん
し
ん
ノ
ー
ト
」
が
発
表

さ
れ
た
。作
成
し
た
の
は
、

横
浜
重
心
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
～
ぱ
ざ
ぱ
ネ
ッ
ト
～
。

市
内
で
活
動
す
る
重
症
心

身
障
害
児
者
の
家
族
の
連

絡
会
。

　

先
行
し
て
作
ら
れ
て
い

た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
の

風
」
や
「
三
人
会
」
が
つ

く
っ
た
ノ
ー
ト
を
ベ
ー
ス

に
、
日
常
生
活
の
介
助
や

医
療
的
ケ
ア
を
説
明
す
る

情
報
欄
等
を
盛
り
込
ん
だ
。

「
万
が
一
の
時
だ
け
で
は

な
く
、
普
段
の
暮
ら
し
の

安
心
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
。」

と
、
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
斎
藤
さ
ん
は
語
る
。
緊

急
時
や
災
害
時
は
も
ち
ろ

ん
、
学
校
卒
業
時
や
暮
ら

し
の
環
境
が
変
わ
る
時

に
、
繰
り
返
し
同
じ
こ
と

を
伝
え
て
き
た
と
い
う
経

験
は
、家
族
（
主
に
母
親
）

み
な
に
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
つ
な
ぐ
役
割
が
途
切

れ
る
こ
と
が
大
き
な
心
配

で
あ
る
。

　

横
浜
療
育
医
療
セ
ン

タ
ー
の
佐
藤
さ
ん
は
、「
支

援
機
関
に
よ
り
重
要
視
す

る
情
報
は
異
な
る
が
、
意

思
表
示
の
難
し
い
方
達
で

あ
る
ほ
ど
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
伝
え
る
情
報
が

大
切
。」
と
語
る
。

■
ゆ
う
の
風
「
あ
ん
し
ん

ノ
ー
ト
書
き
方
講
座
」

　
「
ノ
ー
ト
を
手
に
入
れ

た
だ
け
で
安
心
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」「
一
人
で
完

成
さ
せ
る
の
が
ち
ょ
っ
と

負
担
に
感
じ
て
も
、
仲
間

と
一
緒
に
書
い
て
い
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
も

あ
り
ま
す
よ
。」
講
座
の

参
加
者
に
、
石
野
事
務
局

長
が
語
り
か
け
る
。「
わ

た
し
の
記
録
」「
親
の
記

録
」
の
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
た
ゆ
う
の

風
。
親
の
仲
間
達
で
、
参

加
者
の
ノ
ー
ト
作
り
を
応

援
す
る
。
今
年
は
「
活
用

ガ
イ
ド
」
も
作
成
し
た
。

　

横
浜
市
か

ら
委
託
さ
れ

て
開
催
し
て

い
る
「
書
き

方
講
座
」。

今
年
も
四
方

面
計
四
回
の

開
催
。
青
葉

区
で
の
講
座

に
は
、
お
子

さ
ん
が
小
学

生
～
四
十
代

の
親
の
立
場

の
方
が
多
数
参
加
し
て
い

た
。「
ノ
ー
ト
を
作
る
こ

と
で
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

家
族
で
話
し
合
う
機
会
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
。」「
一

人
で
書
く
に
は
負
担
だ

が
、
写
真
を
貼
っ
て
み
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
の

仕
方
を
知
っ
て
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
。」
と
い
う

感
想
が
き
か
れ
た
。

　

二
月
に
は
個
人
相
談
会

も
準
備
し
て
お
り
、
先
輩

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ

る
そ
う
だ
。

■
ノ
ー
ト
は
活
用
が
大
事

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
講

座
で
も
、
本
人
と
家
族
が

あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
を
育
て

る
こ
と
の
大
事
さ
が
語
ら

れ
て
い
る
。
支
援
者
も
一

緒
に
ノ
ー
ト
作
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
、
こ
の
ノ
ー

ト
活
用
の
一
歩
に
な
る
だ

ろ
う
。

あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
作
り
と

　
　

そ
の
活
用
に
む
け
た
取
り
組
み

※
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、『
パ
ン
工
房

ア
ン
ジ
ュ
』
に
て
、
パ
ン

の
製
造
・
販
売
を
し
て
ま

す
。

【
問
合
先
】

＊
ぱ
ざ
ぱ
ネ
ッ
ト
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五-

三
八
一-

九

八
〇
七
（
嶺
）、
Ｅ
メ
ー
ル
：

pazapanet@
live.jp

＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
の
風

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五-

四

七
二-

三
八
三
三
（
石
野
）、
Ｅ

メ
ー
ル
：y-kaze1017@

you-kaze.m
ain.jp

※
記
事
内
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト

は
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

ぱざぱネット（写真左は代表下山さん）
とゆうの風（写真右は事務局長石野さん）
の「あんしんノート」
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シ
リ
ー
ズ

～
横
浜
市
障
害
者
後
見
的
支
援
制
度
の
取
り
組
み
～

　

今
回
は
、
保
土
ケ
谷
区

の
障
害
者
後
見
的
支
援
運

営
法
人
で
あ
る
「（
社
福
）

ほ
ど
が
や　

障
が
い
者
後

見
的
支
援
室
ほ
ど
が
や
ゆ

め
あ
ん
」（
以
下
「
ゆ
め

あ
ん
」）
を
紹
介
す
る
。

 

担
当
職
員

　

相
談
支
援
事
業
に
長
く

従
事
し
て
き
た
担
当
職
員

の
山
田
さ
ん
は
「
長
い
ス

パ
ン
で
の
か
か
わ
り
を
も

つ
仕
事
。
今
解
決
す
べ
き

課
題
は
他
機
関
に
つ
な
ぐ

け
れ
ど
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ

く
り
寄
り
添
っ
て
と
も
に

生
き
る
こ
と
が
、
こ
の
制

度
の
と
て
も
い
い
と
こ

ろ
」
と
い
う
。

　
「
担
当
職
員
は
利
用
者

さ
ん
を
支
え
る
た
め
の
下

支
え
の
役
」
と
も
い
い
、

週
末
や
夜
は
地
域
の
会
合

に
足
し
げ
く
通
い
、
制
度

の
説
明
や
あ
ん
し
ん
キ
ー

パ
ー
の
開
拓
に
忙
し
い
。

 

あ
ん
し
ん
キ
ー
パ
ー

登
録
者
の
あ
ん
し
ん
キ
ー

パ
ー
か
ら
あ
ん
し
ん
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
電
話
が
入
っ

た
。　

　
「
ご
本
人
か
ら
『
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
連
絡
が
欲
し

い
』
と
の
依
頼
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
や
っ
と
気
に

入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
が

見
つ
か
っ
た
よ
う
で
す

よ
」
と
。

　

あ
ん
し
ん
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
ご
本
人
に
電
話
す
る

と
、
訪
問
日
時
の
変
更
希

望
で
あ
っ
た
。
話
す
声
の

様
子
は
元
気
そ
う
だ
っ

た
。「
キ
ー
パ
ー
さ
ん
に

は
『
何
か
あ
っ
た
ら
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
』
と
お
願

い
し
て
ま
す
。
キ
ー
パ
ー

さ
ん
と
の
や
り
取
り
は
、

ご
本
人
の
様
子
を
う
か
が

う
大
切
な
機
会
。」
と
岩

澤
あ
ん
し
ん
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。

 

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
タ
ー

　
「
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
ご

本
人
と
一
緒
に
よ
ろ
こ

び
、
笑
う
た
め
に
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。」

と
山
田
さ
ん
。

　

話
す
こ
と
が
苦
手
な
方

が
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
方

の
趣
味
は
ミ
ニ
カ
ー
収
集
。

　

訪
問
時
、
ご
本
人
の
希

望
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
た

何
台
も
の
ミ
ニ
カ
ー
を
サ

ポ
ー
タ
ー
が
撮
影
。

次
の
訪
問
時
に
写
真
を
冊

子
に
し
て
持
参
す
る
と
大

変
喜
ば
れ
た
。

　

日
中
活
動
の
場
を
訪
問

し
た
と
き
も
、
う
れ
し
そ

う
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

訪
問
の
た
び
に
冊
子
の

ペ
ー
ジ
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
達
障
害
の
方

が
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま

く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

と
、*

あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト

も
工
夫
し
た
。

　

ご
本
人
が
話
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ひ
と
つ
ず
つ
書

く
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
加
え

た
の
だ
。　
　

　

ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ご
と
に
、
ご
本
人
が
そ
の

時
に
感
じ
た
気
持
ち
を
添

え
る
。
具
体
的
に
は
「
う

れ
し
か
っ
た
」「
い
や
だ
っ

た
」
な
ど
気
持
ち
を
表
す

こ
と
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
書
き

連
ね
る
。
体
験
し
た
こ
と

を
、
そ
の
時
の
感
情
と
と

も
に
振
り
返
る
こ
と
で
、

ご
本
人
が
「
う
れ
し
い
」

「
い
や
」
と
自
身
の
気
持

ち
を
言
い
や
す
く
な
っ
て

＊
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
、
ご
本
人
の
希
望

や
生
活
状
況
、
ご
家
族
の

思
い
な
ど
の
情
報
を
、
必

要
な
と
き
に
取
り
出
せ
る

よ
う
ま
と
め
た
記
録
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は
…

　

実
施
区
に
住
む
十
八
歳

以
上
の
障
害
の
あ
る
人

が
、
障
害
者
後
見
的
支
援

運
営
法
人
に
登
録
し
て
利

用
す
る
。
利
用
に
あ
た
っ

て
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

　
「
障
が
い
者
後
見
的
支

援
室
ほ
ど
が
や
ゆ
め
あ

ん
」
の
連
絡
先

住
所
：
保
土
ケ
谷
区
星
川

二
一
ー
一

電
話
：
〇
四
五
ー
三
三
一

ー
九
五
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
五
ー
三
三
一

ー
九
五
三
七

窓
口
：
月
～
金　

　
　
　

九
時
〜
十
七
時

く
れ
れ
ば
い
い
と
の
願
い

か
ら
だ
。

　
「
こ
の
制
度
は
本
人
の

た
め
の
制
度
。
ご
本
人
の

気
持
ち
を
引
き
出
す
こ
と

は
と
て
も
大
事
。」
と
の

山
田
さ
ん
の
こ
と
ば
が
印

象
に
残
っ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
か

ら
南
・
保
土
ケ
谷
・
都
筑
・

栄
の
四
区
で
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
あ
ん
し

ん
キ
ー
パ
ー
、
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
タ
ー
、
あ
ん
し
ん

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
担
当
職
員

が
チ
ー
ム
を
組
み
、
本
人

や
家
族
の
思
い
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
将
来
の
暮
ら

し
を
一
緒
に
考
え
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

〈
役
割
〉

あ
ん
し
ん
キ
ー
パ
ー

身
近
な
と
こ
ろ
で
本
人

を
見
ま
も
る

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
タ
ー

本
人
の
と
こ
ろ
へ
定
期

訪
問
す
る

あ
ん
し
ん
マ
ネ
ジ
ャ
ー

本
人
を
見
守
る
体
制
を

作
り
、
本
人
が
願
う
暮

ら
し
が
で
き
て
い
る
か

定
期
的
に
確
認
す
る

担
当
職
員

あ
ん
し
ん
キ
ー
パ
ー
を

開
拓
す
る
な
ど
、
こ
の

制
度
を
地
域
に
広
め
て

い
く

横
浜
市
障
害
者

後
見
的
支
援
制
度

～
チ
ー
ム
で
の
支
援
〜

ゆめあんのみなさんです。
後列（左から）　サポーター船野さん、
事務員　平間さん、サポーター加藤さん、
篠塚さん、佐々木さん、星野さん
前列（左から）　サポーター大野さん、
山口さん、担当職員　山田さん、
マネジャー岩澤さん
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Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
通
信

ハ
ー
ト
メ
イ
ド
製
品
を
横
浜
Ｆ
・
マ
リ

ノ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
で
販
売

　

九
月
十
八
日
㈰
午
後
三

時
か
ら
五
時
四
十
五
分
ま

で
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
会
場
（
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
の
東
ゲ
ー

ト
広
場
）
に
、
横
浜
市
内

の
三
障
害
の
地
域
作
業
所

な
ど
八
事
業
所
が
参
加

し
、
各
事
業
所
で
作
っ
て

い
る
製
品
の
販
売
を
行
っ

た
。
販
売
に
は
、
事
業
所

の
職
員
、
障
害
当
事
者
の

方
々
が
販
売
所
前
で
呼
び

込
み
を
行
う
な
ど
販
売
が

終
了
す
る
ま
で
熱
心
に
対

応
し
た
。

　
東
ゲ
ー
ト
広
場
で
の

　
販
売
の
様
子（
写
真
右
）

　

こ
の
日
は
午
後
六
時
か

ら
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
Ｊ

リ
ー
グ
の
横
浜
Ｆ
・
マ
リ

ノ
ス
と
ガ
ン
バ
大
阪
と
の

首
位
争
い
も
あ
り
、
販
売

が
始
ま
る
頃
は
こ
の
辺
り

も
か
な
り
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
販
売
所
の
隣
は

こ
の
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
に

な
っ
て
お
り
、
バ
ン
ド
の

演
奏
と
歌
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
周
囲
に
人
垣
が
で

き
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
販
売
事
業
は
、
横

浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社
の

ご
厚
意
に
よ
り
横
浜
Ｆ
・

マ
リ
ノ
ス
が
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
を
行
う
機
会
を
利
用
し

て
、
会
場
の
一
角
を
無
償

で
提
供
し
て
も
ら
い
実
施

し
て
い
る
。
前
回
の
七
月

二
十
三
日
に
引
き
続
き
、

こ
れ
が
今
年
度
二
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

　

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
な
ど
の
食
べ
物
か

ら
、
ビ
ー
ズ
製
品
、
木
製

パ
ズ
ル
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
な
ど
、
中
に
は
横

浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
に
因
ん

で
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー

を
使
っ
た
製
品
が
陳
列
さ

れ
、
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

フ
ァ
ン
に
は
と
て
も
魅
力

的
な
も
の
に
映
っ
た
よ
う

だ
。

　
製
品
等
に
も
ト
リ
コ
ロ
ー

　
ル
の
工
夫
（
写
真
下
）

　

販
売
所
の
周
り
で
は
こ

の
日
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔

に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
ハ
ー
ト

メ
イ
ド
製
品
の
販
路
拡
大

を
図
っ
て
い
く
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
所
で
み
な
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
平
成
二
十
四
年
感
謝
の

　
集
い
の
ご
案
内

　

障
害
者
団
体
に
対
し
、 

日
頃
か
ら
ご
協
力 

・
ご 

支
援
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
へ
の
感
謝
と
交
流
の

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
へ
の
感
謝
状
贈
呈

式
典
の
ほ
か
、
団
体
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
楽

し
い
催
し
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
二
十
四
年

三
月
四
日
㈰
午
後
一
時

【
会
場
】
横
浜
ラ
ポ
ー
ル

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

【
会
費
】
三
千
円

○
児
童
向
け
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
教
室
、

　
あ
ゆ
み
カ
フ
ェ
開
催
！

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

十
月
二
十
九
日
㈯
、
横
浜

あ
ゆ
み
荘
障
害
者
余
暇
活

動
支
援
事
業
と
し
て
『
フ

ラ
ダ
ン
ス
教
室
』
が
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
横
浜

市
内
在
住
の
児
童
や
そ
の

兄
弟
、
保
護
者
な
ど
計
十

三
名
。

　

児
童
は
用
意
さ
れ
た
華

や
か
な
衣
装
や
レ
イ
の
中

か
ら
好
き
な
も
の
を
選

び
、
講
師
の
阿
部
先
生
の

指
導
の
も
と『
月
の
夜
は
』

の
曲
に
合
わ
せ
て
和
や
か

に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん

だ
。

　

な
お
、
当
日
は
同
時
開

催
で
『
あ
ゆ
み
カ
フ
ェ
』

も
行
わ
れ
、
来
場
者
が
二

階
ホ
ー
ル
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

で
く
つ
ろ
ぐ
姿
が
見
ら
れ

た
。

　

―
今
後
も
あ
ゆ
み
荘
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や
あ

ゆ
み
カ
フ
ェ
を
企
画
中
で

す
。
内
容
は
決
ま
り
次
第

あ
ゆ
み
荘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
―

○
「
都
筑
ふ
れ
あ
い
の
丘

ま
つ
り
」
開
催

　

十
一
月
六
日
㈰
、「
都

筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
た
。

「
ふ
れ
あ
い
の
丘
ま
つ
り
」

は
、
都
筑
ふ
れ
あ
い
の
丘

に
隣
接
し
て
い
る
五
つ
の

施
設
（
横
浜
あ
ゆ
み
荘
の

他
、都
筑
地
区
セ
ン
タ
ー
、

都
筑
プ
ー
ル
、
葛
が
谷
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
資
源
循

環
局
都
筑
工
場
）
が
合
同

で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
。

　

あ
ゆ
み
荘
で
は
、
機
能

回
復
訓
練
室
に
お
い
て
午

前
の
部
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
活
動
し
て
い
る
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ（
二
本
縄
跳
び
）

の
チ
ー
ム「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ（
ゼ

ロ
）」
が
登
場
、
演
技
披

露
と
観
客
の
「
参
加
コ
ー

ナ
ー
」
で
楽
し
ん
だ
。

　

午
後
の
部
は
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
で
編
成
さ

れ
た
マ
マ
さ
ん
ブ
ラ
ス

「
は
ま
ぴ
よ
隊
」
を
お
招

き
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
演
歌

メ
ド
レ
ー
で
は
観
客
が
マ

イ
ク
を
持
っ
て
歌
う
な

ど
、
多
く
の
お
客
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
拍
手
喝

采
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

そ
の
他
、
一
階
ロ
ビ
ー

で
は
お
菓
子
、
日
用
品
ほ

か
豪
華
景
品
も
当
た
る
輪

投
げ
コ
ー
ナ
ー
が
、
二
階

ホ
ー
ル
で
は
作
業
所
の

ケ
ー
キ
と
飲
み
物
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

ま
た
、
休
憩
・
宿
泊
で

使
用
す
る
小
浴
室
や
客
室

な
ど
、
自
由
に
見
学
し
て

い
た
だ
け
る
取
り
組
み
も

続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

館
外
に
お
い
て
も
、
玄

関
前
で
市
内
障
害
者
地
域

作
業
所
に
よ
る
作
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
多
く

の
来
場
者
が
足
を
止
め
て

い
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。

○
臨
時
休
館
お
よ
び
営
業

の
お
知
ら
せ

　

平
成
二
十
四
年
一
月
二

十
七
日
㈮
か
ら
二
月
九
日

㈭
ま
で
、
都
筑
ふ
れ
あ
い

の
丘
設
備
点
検
の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。

みんなで｢アロハ｣のポーズ

チームＺＥＲＯのアクロバ
ティックなパフォーマンス


